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令和３年度がスタートし各学校では新たな取組をしていることと思います。新型コロナは未だに収束

の気配が見えず、不安な日々が続いていますが、今こそしっかり連携を図り、児童生徒の成長に向けて手

を取り合っていくことが大切です。 

 世の中の状況とはうらはらに、季節は一日一日変化していきます。通勤途中でも変化が感じられ、毎日

新鮮な気持ちになっています。穴水町の海岸沿いでイルカの群れを見て感動したものです。やすらぎ穴

水教室周辺でも、色々な花が満開になり、雉のつがいが散歩するなど本当に春らしい季節になりました。 

 誰でも自分の心を癒やしてくれるものが存在することは大切なことです。「やすらぎ穴水教室」も皆さ

んの心を癒やす存在に一歩でも近づけるよう努めていきたいと考えております。今年度は新たに大工高

志室長をお迎えし、スタッフ一同気分を新たに取り組んでいきます。昨年度までと同様に皆様方のご協

力を得ながら、相談業務、通室支援に力を注いでいきたいと思っていますのでよろしくお願いします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

「やすらぎ穴水教室」は、いろいろな理由で学校に行けなくなったり、 

引きこもったりしている子どもたちに安心できる居場所を提供し、  

社会的な自立や学校復帰のための支援を行っています。 

 

令和３年度やすらぎ穴水教室のスタッフ 

  室長               大工 高志(穴水高等学校校長） 

  副室長                 畠  洋介(穴水高等学校教頭) 

  相談員              荒巻 俊則 

   指導員              高  行彦 

  SV（スーパーバイザー）・SC（スクールカウンセラー） 

                     竹林 勇祐（公認心理師・臨床心理士） 

   SSW（スクールソーシャルワーカー） 橋本 みすず （社会福祉士）    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やすらぎ穴水教室利用状況（相談件数と通室生徒数） 

 

 

 

 

    

令和３年度５～８月 やすらぎ穴水教室の相談会ご案内    ※事前にご連絡下さい。 

 

 

 

 

ＳＶ相談会： ５／１７ ６／１４ ７／１２  ８／１６ （原則 第３月曜日１３：３０～１６：３０） 

ＳＣ相談会： ５／２４  ６／２１ ７／１９  ８／３０ （原則 第４月曜日 ９：００～１２：００） 

ＳＳＷ相談会： ５／１２  ６／９ ７／７   ８／４  （原則 第２水曜日１３：００～１６：００） 

この四月より、穴水高校校長として赴任し、やすらぎ穴水教室室長となりました。昨年春先からの 

コロナ禍がまだ続いています。感染拡大は止むことなく、収束の兆しはどこにも見ることがありませ

ん。大人である私たちまでもが息苦しく、窒息してしまいそうな日々の中、子どもたち一人一人が、先

行きの見えない不安と活動の制限にとり囲まれて、どれだけ重い空気を日々呼吸しているのか、想像に

難くありません。 

 救いは、能登の自然の豊かさです。赴任してすぐに穴水湾の波静かな風景が目に入ってきました。   

四方を陸と島に囲まれ、リアス式海岸の大小の岬と入江からできた海岸線。そこからは別所岳や二子山

を望むこともできます。 

「立ちかえり 辺津の入江に舟とめて いくたびも見む 能登の島山」とその美しさをたたえたのは

平安時代の歌人西行でした。 

 恵まれたこの環境の中で、子どもたちがゆっくりと、心を休息させながら、それぞれの一歩一歩の歩  

みを踏みしめることを願います。心が豊かであること。それは自分の存在を肯定でき、自分の明日が明  

るいと思え、自身の可能性を見つけられるということです。 

 微力ながら、子どもたち一人ひとりの心の豊かさに、そして子どもたち一人一人の元気に尽力できれ

ばと考えています。何卒よろしくお願い申し上げます。 

                                             やすらぎ穴水教室 室長 大工 高志 

年度当初のご挨拶 

こんにちは、前年度から引き続き、今年度もＳＶ・ＳＣをさせていただく、竹林勇祐と申します。 

ＳＶやＳＣと言われてもわかりにくいかもしれませんが、学校とはまた別に色々な話を聞く相手と考え  

てもらえればと思います。 

 新型コロナウィルスの影響もなかなか収まらず、ただでさえ色々なことが起こる思春期、大変な生

活を送っている方も多いかもしれません。そんなとき、気軽に相談できる場所・人として活用しても

らえたらよいなと思っています。また、本人だけでなく、ご家族や、場合によっては先生方のご相

談もお引き受けいたします。今年度もよろしくお願いいたします。 

                                          SV・SC 公認心理師・臨床心理士 竹林 勇祐 

来室相談 訪問相談 電話相談 合計 通室生徒ＳＶ等相談

元年度 ２５ １２ ４７ ２０ ８４ １

２年度 ６８ １８ ４８ ２７ １３４ 2

・ＳＶは相談者の心により添いながら話を聴いて問題を共有し、共に考えます。 

・ＳＳＷは相談者が置かれている状況や立場や環境に寄り添いながら問題を共に考えます。 

（ＳＶ等相談はＳＳＷ相談も含み、その件数は来室相談 or訪問相談件数に含まれる） 


